
区　名　 　氏　　　名　 　区　名　 　氏　　　名

本宿１ 　大　木　　　修 　高　谷 　郡　司　好　夫

本宿２ 　小　林　嘉　昶 　武　田 　郡　　　　　昇

本宿３ 　大　野　三　郎 　　新　　 北　 　四　郎

本宿４ 　島　谷　政　幸 　毛　成 　椿　　　房　男

本宿５ 　飯　田　昇　司 　古　原 　秋　山　昌　男

神　宿 　坂　本　　　直 　植　房 　石　橋　伸　一

松　崎 　金　澤　　　諭 　立　野 　石　橋　義　也

向　野 　坂　本　真　吾 　大　貫 　七五三　敏　信

小　松 　 　橋　邦　明 　  郡　　 鈴　木　寛　悦

並　木　 石　橋　　　博　 成城台　 早　水　　　純

　今　　  飯　嶋　一　彦 　四季の丘　 谷　井　民　夫

区　長　紹　介�区　長　紹　介�平成�
２１年度�区　長　紹　介�１年間よろしく�　　お願いします�

　
平
成
21
年
度
に
お
け
る
神
崎
町
消

防
団
本
部
役
員
は
、
消
防
団
長
に
大

竹
英
夫
氏
、副
団
長
に

柳
智
氏
、遠

藤
栄
治
氏
、
第
１
分
団
長
に
藤
井
昭

夫
氏
、
第
２
分
団
長
に

宮
栄
治

氏
、
そ
し
て
本
部
付
部
長
に
酒
井
邦

晴
氏
、
椿
真
寿
男
氏
が
役
員
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
部
に
お
い
て
は
、
左
記
の

と
お
り
新
部
長
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
時
に
、
私
た
ち
の
最
も

身
近
な
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
力
を
発
揮
す
る
神
崎
町
消
防
団
、

こ
れ
か
ら
の
一
年
間
そ
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　　所　属　 　階　級 　氏　　　名
団　　　　　長 大　竹　英　夫
副　　団　　長 　柳　　　智
副　　団　　長 遠　藤　栄　治
第 １ 分 団 長 藤　井　昭　夫
第 ２ 分 団 長 　宮　栄　治
本 部 付 部 長 酒　井　邦　晴
本 部 付 部 長 椿　　　真寿男
１―１部長（本宿１・２・５） 根　本　義　久
１―２部長（本宿３・４） 佐　藤　正　美
１―３部長（神宿） 清　水　辰　徳
１―４部長（小松） 宮　本　幹　則
１―５部長（並木） 鈴　木　和　人
１―６部長（松崎・向野） 金　澤　　　諭
２―１部長（郡） 澤　田　英　紀
２―２部長（立野・大貫） 工　藤　博　士
２―３部長（今・高谷） 宮　本　勝　博
２―４部長（植房） 飯　田　智　明
２―５部長（毛成） 椿　　　匡　貴
２―６部長（武田・新） 小　堀　悌　由
２―７部長（古原） 石　橋　健　一

平成21年度�

消防団役員紹介�
平成21年度�

消防団役員紹介�

地域防災の重要な役割を担う�地域防災の重要な役割を担う�

　
平
成
21
年
度
神
崎
町
区
長
会
議
が
４
月
24
日
、神
崎
町
役
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
住
民
の
代
表
者
と
し
て
、
今
年
一
年
、
区
長
の
お
仕
事
を

務
め
ら
れ
る
方
々
に
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
た
後
、本
年
度
の

町
の
主
要
な
施
策
の
説
明
が
各
課
の
課
長
等
か
ら
行
わ
れ
、事
業

へ
の
協
力
が
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
に
お
け
る
区
長
会
役
員
の
選
出
も
行
わ
れ
、
次

の
方
が
役
員
と
し
て
決
ま
り
ま
し
た
。


